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ポリマーセメントモルタルを用いて補修施工した壁試験体の耐火試験 
(その 2  耐火試験結果) 
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1. はじめに 
  その 2 では、ポリマーセメントモルタル(以下、PCM)で
補修した壁部材を模擬した試験体の耐火試験を実施し、

PCM の剥落防止方法(メッシュの種類、メッシュの継手方

法や位置等)の違いによる剥落等の PCM の損傷状況への影

響、試験体内部温度について評価した結果を報告する。 
2. 実験概要 
2.1 試験体 
  PCMによる補修厚さは10mmと30mmとし、各試験体で剥

落防止方法を変化させた。試験体の母材コンクリート、PCM
に使用した材料および調合、ならびにメッシュの種類およ

びその継手方法や位置等の詳細については、前報その１に

示した通りである。 
2.2 加熱方法 
  試験体 6 体を 1 組として 4m×4m のマスクパネルに固定

し、壁状に立てた状態で加熱炉に設置した。試験は、2 組

の計 12 体について実施した。加熱は、ISO834 に規定され

る標準加熱曲線に従った 3 時間の加熱とし、3 時間経過後

は 12 時間まで加熱炉内で自然冷却させた。炉内温度の変

化および標準加熱曲線を図-1 に示す。 
2.3 損傷状況の観察 
  損傷状況は、試験体を加熱炉から外した後、目視観察お

よび打診により、浮き・剥離、ひび割れ、ふくれ、剥落等

の確認を行った。 
2.4 試験体内部の温度測定 
  壁試験体内部の温度測定は、PCMによる補修厚さも含め、

加熱表面から 30mm、50mm の位置とした。温度測定には、

K 型熱電対を使用し、30 秒毎に測定した。熱電対の設置方

法は、試験体裏面からドリルにより削孔し、熱電対を所定

の位置に設置した後、孔をモルタルで充填した｡ 
3. 結果と考察 
3.1 損傷状況 
  耐火試験後の外観の目視観察結果を表-1 に、状況写真を

写真-1 に示す。比較用のコンクリート試験体については、

耐火試験直後、大きな損傷がなかったが、数日後、全面的

に表層の 5mm 程度が砂状に変化していた。N-10 について

は、剥落はなかったものの、ひび割れの発生が多く、ひび

割れた部分では大きな浮きが生じた。一方、剥落防止処置

を施した他の試験体については、どの試験体もほぼ全面的

に浮きやふくれが生じており、程度の差があるものの表面

には凹凸があり、アンカー部分が凹んでいる試験体が多か

った。 
  メッシュの種類の違いについて見てみると、ハイラスを

使用した試験体(ML900-10,30)のみ写真-1のようにメッシュ

の外側で PCM 表層の剥落が認められた。これは、ハイラ

スは柔軟性がなく、伏せ込み時に無理に一部押さえ込んで

おり、そのような箇所で剥落が生じているものと考えられ表-1  外観の目視観察結果 
試験体記号 浮き・剥離 ひび割れ ふくれ※ 剥落 

1 Con 砂状に変化 無 無 無 
2 N-10 全面 多 16.9% 無 
3 ML300-10-1 外周 少 16.7% 無 
4 ML300-10-2 外周 少 26.6% 無 
5 ML900-10 無 少 40.4% ﾒｯｼｭ外側の一部
6 PW-10 外周 無 21.9% 無 

CR-10 外周 多 29.5% 無 7 TA-10 外周 多 26.6% 無 
8 ML300-30 外周 少 29.1% 無 
9 ML900-30 無 少 38.1% ﾒｯｼｭ外側の一部

10 PW-30 外周 少 36.8% 無 
CR-30-1 全面 少 31.5% 無 11 CR-30-2 全面 少 37.6% 無 
TA-30-1 全面 少 44.4% 無 12 TA-30-2 全面 多 44.3% 無 

※：ふくれ部分の面積率 

図-1  加熱炉内の温度履歴 
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写真-1  耐火試験後の状況 
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る。一方、平織金網を使用した PW-10 については、ふくれ

が生じているものの剥落もひび割れも認められなかった。

ガラス繊維については、1 層目に伏せ込んだものは残って

いたが、表面に近い 3 層目に伏せ込んだものは溶融し消失

していた。 
  メッシュの継手方法の違いについて見てみると、突付け

で施工した試験体は、3 体中 2 体に写真-1 のように突付け

に沿ったひび割れが発生していたが、重ねで施工した試験

体には継手に沿ったひび割れは認められなかった。アンカ

ーについては、全ての試験体において抜け出しは発生して

おらず、アンカー部分で浮いていた箇所は、アンカー部分

のメッシュが切れて浮きが生じていた。補修厚さの違いに

ついて見てみると、30mm 厚さの 3 層で施工された試験体

では、表面に近い 2～3 層間での浮きが大きく、深い位置

の層ほど界面での浮きは小さくなる傾向が認められた。 
3.2 試験体内部温度測定結果 
  各試験体の加熱表面から 30mm と 50mm 部分の最高温度

と最高温度到達時間を表-2 に、最高温度の分布と比較を図

-2 に示す。PCM で補修した全ての試験体とも、無補修の普

通コンクリート試験体よりも最高温度が低かった。これは、

PCM が火災中に剥落しなければ、PCM の浮きやふくれに

よって生じた空気層に断熱効果があること、および PCM
の熱伝導率が普通コンクリートよりも低く、普通コンクリ

ートに比べて熱が伝わりにくいためと考えられる。また、

加熱面から 30mm 位置、50mm 位置とも、補修厚さ 10mm
の試験体よりも、補修厚さ 30mm の試験体の方が最高温度

は低かった。これも、PCM の熱伝導率が普通コンクリート

よりも低く、PCM 層が厚いほど熱が伝わりにくいためと考

えられる。 
  ひび割れが多かった N-10、CR-10、TA-10、TA-30-2 試験

体と、ひび割れが少なかった他の試験体の最高温度を比較

すると、両者に明確な差異がなく、ひび割れの多寡がコン

クリート温度に与える影響は認めらない。 
4. まとめ 

  本実験の結果、コンクリート温度や損傷状況から判断す

ると、以下のことが言える。 
1) 本実験で使用した PCM は、加熱を受けると浮きやふく

れが生じるため、剥落防止対策が必要となる。 
2) 剥落防止には、ステンレスメッシュをアンカーで躯体に

止め付ける方法が有効である。 
3) ガラスメッシュは火災時に溶融消失するため、PCM の

剥落防止対策として適さない。 
4) 柔軟性の低いメッシュを使用した場合には、加熱時に

PCM 表層が押し出されて剥落する恐れがある。柔軟性

に富むメッシュを採用すればPCMの剥落を防止できる。 
5) PCM が剥落しなければ、PCM が厚いほどコンクリート

温度を低く抑えることができる。 
6) 埋込深さ 75mm のアンカーを打設すれば PCM の自重を

支えることが可能であり、火災時に抜け出すことは無い。 
7) PCM にひび割れが発生しても、PCM が剥落しなければ

コンクリート温度への影響は認められない。 
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表-2  加熱表面から 30mm と 50mm の
最高温度と最高温度到達時間 

表面から 30mm 表面から 50mm 
最高温度 経過時間 最高温度 経過時間試験体記号

(℃) (h:m) (℃) (h:m) 
1 Con 603 3:08 440 3:24 
2 N-10 488 3:12 380 3:30 
3 ML300-10-1 547 3:08 379 3:28 
4 ML300-10-2 551 3:08 383 3:27 
5 ML900-10 513 3:12 395 3:27 
6 PW-10 528 3:10 365 3:30 

CR-10 545 3:09 407 3:27 7 TA-10 533 3:12 392 3:30 
8 ML300-30 486 3:09 322 3:32 
9 ML900-30 449 3:14 317 3:38 

10 PW-30 485 3:11 332 3:33 
CR-30-1 448 3:14 308 3:38 11 CR-30-2 478 3:12 335 3:34 
TA-30-1 454 3:11 297 3:42 12 TA-30-2 483 3:09 330 3:33 
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図-2  各試験体の最高温度の比較
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